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1.  1.  経営の基本方針経営の基本方針

　　中央物産グループは、これまで築き上げた長年の信用中央物産グループは、これまで築き上げた長年の信用
と資産を有効に活用し、事業の多角化と、各事業間のと資産を有効に活用し、事業の多角化と、各事業間の相相
乗効果乗効果により、時代の変化にも柔軟に対応し、永続的により、時代の変化にも柔軟に対応し、永続的なな
事業事業価値の向上を可能にする企業グループを目指して価値の向上を可能にする企業グループを目指しておお
りります。ます。
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2.  2.  利益配分に関する基本方針利益配分に関する基本方針

　　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要
施策として位置付け、常に経営基盤の強化および将来の施策として位置付け、常に経営基盤の強化および将来の
事業展開に備えるための内部留保につとめ、業績に応じ事業展開に備えるための内部留保につとめ、業績に応じ
た利益還元を安定的かつ継続的に行うことを基本方針とた利益還元を安定的かつ継続的に行うことを基本方針と
しております。しております。

　　なお、平成なお、平成2222年年33月期決算末の月期決算末の剰余金の配当等剰余金の配当等は、前期は、前期
に引き続きましてに引き続きまして、現時点で、現時点で当社普通株式当社普通株式11株につき株につき88円円

の配当を実施させていただくの配当を実施させていただく予想であります予想であります。。
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33.  .  主要な事業内容主要な事業内容

　　当社企業集団は、子会社を含む当社企業集団は、子会社を含む88社で構成されており、主に化粧品・日用社で構成されており、主に化粧品・日用

雑貨などお客様に価値ある商品とサービスを提供し、ヘルス＆ビューティー雑貨などお客様に価値ある商品とサービスを提供し、ヘルス＆ビューティー
の分野において消費者に快適な生活を営んでいただくための、お手伝いをすの分野において消費者に快適な生活を営んでいただくための、お手伝いをす
ることを使命に事業活動を展開しております。ることを使命に事業活動を展開しております。

　当社は、化粧品・日用雑貨・医療衛生用品などの生活関連用品を、主に国　当社は、化粧品・日用雑貨・医療衛生用品などの生活関連用品を、主に国
内のメーカーから仕入れて、首都圏を中心に関西および東海地区の量販店・内のメーカーから仕入れて、首都圏を中心に関西および東海地区の量販店・
百貨店・有力卸店・専門店などへの卸売を業務としている日用雑貨事業を展百貨店・有力卸店・専門店などへの卸売を業務としている日用雑貨事業を展
開しております。開しております。
　株式会社シービックは、国内および海外から商品を輸入・加工して、主に　株式会社シービックは、国内および海外から商品を輸入・加工して、主に
卸売業者に販売卸売業者に販売する事業する事業を展開しております。また、株式会社エナスは、中を展開しております。また、株式会社エナスは、中
央物産の専売品としてニッチ分野の商品を輸入、開発し、中央物産の央物産の専売品としてニッチ分野の商品を輸入、開発し、中央物産のマーチマーチ
ャンダイジングャンダイジングにおける高付加価値化に貢献することを目指しております。における高付加価値化に貢献することを目指しております。
　株式会社ＣＢフィールド・イノベーションは、小売店の店頭を活性化させ　株式会社ＣＢフィールド・イノベーションは、小売店の店頭を活性化させ
るフィールドマーチャンダイジング請負事業を展開しております。るフィールドマーチャンダイジング請負事業を展開しております。
　　また、紙製品また、紙製品カテゴリーの強化を目的として子会社化した、カテゴリーの強化を目的として子会社化した、アルボアルボ株式会株式会
社および株式会社システムトラスト社および株式会社システムトラストそして、株式会社五色屋は首都圏そして、株式会社五色屋は首都圏を中心を中心
に紙製品を主としたに紙製品を主とした日用雑貨品の日用雑貨品の卸売事業を展開しております。卸売事業を展開しております。
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＜中央物産＜中央物産グループ流通系統図グループ流通系統図＞＞
－平成－平成2121年年1111月末月末現在－現在－

※は関係会社（連結子会社）であります。

得　　意　　先

（株）エナス
〈商品開発、輸入・販売〉

※

（株）ｼｽﾃﾑﾄﾗｽﾄ
〈紙製品卸事業〉

※

（株）五色屋
〈紙製品卸事業〉

※

メ　ー　カ　ー

（株）シービック
〈ﾊﾟｰｿﾅﾙｹｱ製品、輸入・販売〉

※

アルボ（株）
〈紙製品卸事業〉

※

（有）ﾏﾐﾛﾝ
※

業務委託

商 品

経営管理
　ｻｰﾋﾞｽ

ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞ
　　業務

ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞ
　　　　業務

（株）CBﾌｨｰﾙﾄﾞ
　 ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
〈小売業販売支援等〉

※

経営管理
　ｻｰﾋﾞｽ

経営管理ｻｰﾋﾞｽ

商 品

商 品

経営管理
　ｻｰﾋﾞｽ

商 品

中央物産（株）

商 品

商 品 商 品
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中央物産株式会社中央物産株式会社中央物産株式会社

営業本部営業本部営業本部 物流本部物流本部物流本部 管理本部管理本部管理本部 子会社子会社子会社

＜中央物産グループ組織図＞＜中央物産グループ組織図＞

広域第一ＣＳ部広域第一ＣＳ部
広域第二ＣＳ部広域第二ＣＳ部
販売一部販売一部
販売二部販売二部
神奈川支店神奈川支店
静岡支店静岡支店
名古屋支店名古屋支店
大阪大阪支店支店
卸営業部卸営業部
特販営業部特販営業部
（東日本、西日本）（東日本、西日本）

営業企画部営業企画部
カスタマーサポート部カスタマーサポート部
ＭＤ統括部ＭＤ統括部
（ＭＤ一部、ＭＤ二部）（ＭＤ一部、ＭＤ二部）

物流部物流部
システム部システム部

経理部経理部
財務部財務部
総務部総務部
人事部人事部

〈メーカー事業〉〈メーカー事業〉
((株株))シービックシービック

〈中間流通事業〉〈中間流通事業〉
((株株))ＣＢフィールド・イノベーションＣＢフィールド・イノベーション
((株株))エナスエナス
アルボアルボ((株株))
システムトラストシステムトラスト((株株))
((株株))五色屋五色屋

－平成－平成2121年年1111月末月末現在－現在－
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＜中央物産グループ事業所一覧＞＜中央物産グループ事業所一覧＞
－平成－平成2121年年1111月末現在－月末現在－
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＜関係会社のご紹介＞＜関係会社のご紹介＞

（事業内容）（事業内容）

インターナショナルなパーソナルケア製品の製インターナショナルなパーソナルケア製品の製

造、輸入、商品企画および販売を営んでおりま造、輸入、商品企画および販売を営んでおりま

す。す。全国優良卸店（化粧雑貨、医療器具、薬品全国優良卸店（化粧雑貨、医療器具、薬品

靴付属品等）約靴付属品等）約350350社を通じ、量販店、薬局・社を通じ、量販店、薬局・

薬店薬店、、バラエティストアバラエティストア、、コンビニエンスストコンビニエンススト

ア、ホームセンター等を販路としております。ア、ホームセンター等を販路としております。

（沿　革）（沿　革）

中央物産株式会社のメーカー部門の中央ホーム中央物産株式会社のメーカー部門の中央ホーム

プロダクツ事業部と、子会社（合弁会社）メイプロダクツ事業部と、子会社（合弁会社）メイ

ベベリリン株式会社を合併し、平成ン株式会社を合併し、平成33年年1010月月1616日に日に

中央物産株式会社中央物産株式会社100100％出資のメーカー部門の％出資のメーカー部門の

子会社として設立し、平成子会社として設立し、平成44年年11月月11日より営業日より営業

を開始いたしました。を開始いたしました。

（本社所在地）（本社所在地）

〒〒107107--8545  8545  東京都港区南青山東京都港区南青山22--55--1717

TEL 03TEL 03（（54145414））07770777

FAX 03FAX 03（（54145414））28612861

（主要な販売ブランド）
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（事業内容）（事業内容）

家庭紙及び紙製品等、その他石鹸洗剤、化粧品、日用雑貨品の卸売業家庭紙及び紙製品等、その他石鹸洗剤、化粧品、日用雑貨品の卸売業

（沿　革）（沿　革）

19531953年　㈱増田紙店を設立年　㈱増田紙店を設立

19631963年　ｳｫﾙﾄ･ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ版権取得年　ｳｫﾙﾄ･ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ版権取得

19711971年　商号をﾔﾏｺ通商㈱に変更年　商号をﾔﾏｺ通商㈱に変更

20022002年　ﾔﾏｺ通商㈱からｱﾙﾎﾞ㈱に商号を変更年　ﾔﾏｺ通商㈱からｱﾙﾎﾞ㈱に商号を変更

　　　　　　　　 大福商事㈱と営業を統合、神奈川ｱﾙﾎﾞ㈱を設立しｱﾙﾏｰｸ㈱大福商事㈱と営業を統合、神奈川ｱﾙﾎﾞ㈱を設立しｱﾙﾏｰｸ㈱ の営業を統合の営業を統合

20032003年　ﾐﾅﾄ商事㈱と営業統合年　ﾐﾅﾄ商事㈱と営業統合

20042004年　神奈川ｱﾙﾎﾞ㈱を合併年　神奈川ｱﾙﾎﾞ㈱を合併

20062006年　㈱佐々島と営業統合年　㈱佐々島と営業統合

20072007年　中央物産㈱の年　中央物産㈱の100100％子会社となる％子会社となる

20082008年　本社を日本橋箱崎町に移転年　本社を日本橋箱崎町に移転

ｵﾘｼﾞﾅﾙ商品（ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ･ｷｬﾗｸﾀｰ）ｵﾘｼﾞﾅﾙ商品（ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ･ｷｬﾗｸﾀｰ）

（本社所在地）（本社所在地）

〒〒103103--0015  0015  東京都中央区日本橋箱崎町東京都中央区日本橋箱崎町4141--1212　　　　　　

　　　　　　　　　　　日本橋第二ﾋﾞﾙ　　　　　　　　　　　日本橋第二ﾋﾞﾙ22ＦＦ

TEL 03TEL 03（（36623662））3548  3548  　　FAX 03FAX 03（（36623662））35533553
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（事業内容）（事業内容）

家庭紙（ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ、ﾄｲﾚｯﾄﾛｰﾙ等）を中心とする家庭紙（ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ、ﾄｲﾚｯﾄﾛｰﾙ等）を中心とする

日用雑貨卸売業日用雑貨卸売業

（本社所在地）（本社所在地）

〒〒103103--0015  0015  東京都中央区日本橋箱崎町東京都中央区日本橋箱崎町4141--1212　　

　　　　　　　　　　　　　日本橋第二ﾋﾞﾙ　　　　　　　　　　　　　日本橋第二ﾋﾞﾙ22ＦＦ

TEL 03TEL 03（（32493249））8080  8080  　　FAX 03FAX 03（（32493249））80888088

（沿　革）（沿　革）

19841984年　㈱たちばなｾﾚｸﾄ設立年　㈱たちばなｾﾚｸﾄ設立

19871987年　㈱たちばなﾍﾞｽﾄ設立年　㈱たちばなﾍﾞｽﾄ設立

19881988年　㈱たちばなﾒｲﾄ、㈱たちばなｸﾞﾚｲﾄ、年　㈱たちばなﾒｲﾄ、㈱たちばなｸﾞﾚｲﾄ、

㈱たちばなﾌｧｰｽﾄ設立㈱たちばなﾌｧｰｽﾄ設立

19931993年　㈱たちばなｴｲﾄ設立年　㈱たちばなｴｲﾄ設立

19971997年　㈱ｼｽﾃﾑﾄﾗｽﾄ設立年　㈱ｼｽﾃﾑﾄﾗｽﾄ設立

20072007年　ｸﾞﾙｰﾌﾟ各社を㈱ｼｽﾃﾑﾄﾗｽﾄに統合、年　ｸﾞﾙｰﾌﾟ各社を㈱ｼｽﾃﾑﾄﾗｽﾄに統合、

　　　　　　　　 中央物産㈱の中央物産㈱の100100％子会社となる％子会社となる

20082008年　本社を日本橋箱崎町に移転年　本社を日本橋箱崎町に移転
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株式会社五色屋株式会社五色屋

（事業内容）（事業内容）

ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ、ﾄｲﾚｯﾄﾛｰﾙ等の家庭紙、障子紙、襖紙、書道半紙、ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰ、ﾄｲﾚｯﾄﾛｰﾙ等の家庭紙、障子紙、襖紙、書道半紙、

画仙紙等の和紙、その他化粧品等の日用雑貨卸売業画仙紙等の和紙、その他化粧品等の日用雑貨卸売業

（沿　革）（沿　革）

徳川幕府に御用紙を納入、嘉永年間、草染による五色の色紙を製造徳川幕府に御用紙を納入、嘉永年間、草染による五色の色紙を製造

したことに商号の由来。したことに商号の由来。

19481948年　台東区浅草に営業所を開設年　台東区浅草に営業所を開設

19531953年　合成樹脂を融合した｢ﾋﾞﾆｰﾙ障子紙｣の開発に成功、業界年　合成樹脂を融合した｢ﾋﾞﾆｰﾙ障子紙｣の開発に成功、業界

　　　　　　 革新を図る革新を図る

19551955年　浅草営業所を葛飾区堀切に移転年　浅草営業所を葛飾区堀切に移転

19571957年　㈱五色屋を設立年　㈱五色屋を設立

19731973年　現足立区保塚町に営業所・物流ｾﾝﾀｰを開設年　現足立区保塚町に営業所・物流ｾﾝﾀｰを開設

19951995年　現足立区保塚町に本社機能を移転年　現足立区保塚町に本社機能を移転

20072007年　紙卸事業を分割し子会社化、㈱五色屋の商号を継承年　紙卸事業を分割し子会社化、㈱五色屋の商号を継承

20082008年　中央物産㈱の年　中央物産㈱の100100％子会社となる％子会社となる

（本社所在地）（本社所在地）

〒〒121121--0072  0072  東京都足立区保塚町東京都足立区保塚町44--2020

TEL 03TEL 03（（38853885））6011  6011  　　FAX 03FAX 03（（38853885））60706070

本社・物流ｾﾝﾀｰ本社・物流ｾﾝﾀｰ
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44.  .  経営経営課題課題への取り組みへの取り組み

　当業界におきましては、小売市場における販売競争は、ますます激化　当業界におきましては、小売市場における販売競争は、ますます激化
する状況が続くものと思われます。このような状況下当社グループは、する状況が続くものと思われます。このような状況下当社グループは、
中間流通事業のへの集中化と成長戦略、ならびにキャッシュ・フロー経中間流通事業のへの集中化と成長戦略、ならびにキャッシュ・フロー経
営を重要課題として、次の五つの経営施策を定めて、株主価値を高める営を重要課題として、次の五つの経営施策を定めて、株主価値を高める
高収益体質への改善に努めてまいります。高収益体質への改善に努めてまいります。

①　①　キャッシュ・フロー経営の徹底キャッシュ・フロー経営の徹底
　　「キャッシュ・フロー経営」を徹底することにより財務体質の強化を「キャッシュ・フロー経営」を徹底することにより財務体質の強化を
図り、企業価値を高めるとともに株主価値を最大化させてまいります。図り、企業価値を高めるとともに株主価値を最大化させてまいります。

②　②　生産性の向上やコスト改善による収益構造の改革生産性の向上やコスト改善による収益構造の改革
　全ての業務プロセスを根本から見直しローコストに向けた改革を推進　全ての業務プロセスを根本から見直しローコストに向けた改革を推進
する専属プロジェクトを立ち上げて、高収益な企業体質への改善を進めする専属プロジェクトを立ち上げて、高収益な企業体質への改善を進め
てまいります。物流機能においては当社の今後の主力物流拠点として、てまいります。物流機能においては当社の今後の主力物流拠点として、
埼玉県に延べ床面積約埼玉県に延べ床面積約8,000 8,000 坪の『久喜ロジスティクスセンター』を坪の『久喜ロジスティクスセンター』を
平成平成2121年７月に稼動させさらなる物流効率化と、消費者ニーズに適合年７月に稼動させさらなる物流効率化と、消費者ニーズに適合
した品揃えによる店頭への供給力を増強してまいります。した品揃えによる店頭への供給力を増強してまいります。
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③　③　「店頭を基軸」とした、営業活動の強化、および、マーチャンダイ「店頭を基軸」とした、営業活動の強化、および、マーチャンダイ
　　ジング機能強化の組織改革ジング機能強化の組織改革
　ａ）営業活動の強化　ａ）営業活動の強化
　　お客様のニーズを把握して的確に対応するためには　　お客様のニーズを把握して的確に対応するためには““店頭が重要で店頭が重要でああ
　る　る””という考えから、全ての機能や行動を「店頭を基　軸」とした営業という考えから、全ての機能や行動を「店頭を基　軸」とした営業

　活動を展開してまいります。　活動を展開してまいります。
　ｂ）マーチャンダイジング機能の強化　ｂ）マーチャンダイジング機能の強化
　　　　““カテゴリーコントラクターカテゴリーコントラクター””として、「化粧品カテゴリー」「日用として、「化粧品カテゴリー」「日用

　雑貨カテゴリー」「医療衛生用品カテゴリー」に加えて「紙製品カテ　雑貨カテゴリー」「医療衛生用品カテゴリー」に加えて「紙製品カテ
　ゴリー」の品揃えの拡充を図ります。小売業様の購買代行機能を担う　ゴリー」の品揃えの拡充を図ります。小売業様の購買代行機能を担う
　マーチャンダイジング組織を生かして取り組み強化を推進してまいり　マーチャンダイジング組織を生かして取り組み強化を推進してまいり
　ます。さらに将来的には、他業種のカテゴリーも視野に入れ、積極的　ます。さらに将来的には、他業種のカテゴリーも視野に入れ、積極的
　な拡充を図っていく考えであります。　な拡充を図っていく考えであります。

④　④　紙事業の拡充紙事業の拡充
　中間流通機能の主軸の一つである物流機能を一層強化するため、地域　中間流通機能の主軸の一つである物流機能を一層強化するため、地域
に特化した事業展開で最大の配送効率を誇る家庭紙物流と日用雑貨化粧に特化した事業展開で最大の配送効率を誇る家庭紙物流と日用雑貨化粧
品の物流の相乗効果を向上させるとともに、積極的なＭ＆Ａも考慮した品の物流の相乗効果を向上させるとともに、積極的なＭ＆Ａも考慮した
紙事業の拡充を図ってまいります。紙事業の拡充を図ってまいります。
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⑤　⑤　地域卸地域卸へのサポート強化へのサポート強化
　　高齢化社会の到来によって、消費者高齢化社会の到来によって、消費者起点でもメーカーの商品供給起点でもメーカーの商品供給からから
のの視点でも地域視点でも地域に密着した独立小売店は、大変に密着した独立小売店は、大変重要な役割を担って重要な役割を担っておおりり
ますます。。その地域その地域密着型密着型小売店小売店への商品供給を適切に行うために、地域密への商品供給を適切に行うために、地域密
着型の卸売業者が果たす役割は見直されてきており、効率的・効果的な着型の卸売業者が果たす役割は見直されてきており、効率的・効果的な
サプライチェーンの全体最適のサプライチェーンの全体最適の仕組みのなかで、仕組みのなかで、地域卸売業者地域卸売業者への支援への支援
と取り組みの強化と取り組みの強化を推進してまいります。を推進してまいります。
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＜＜久喜ロジスティクスセンター久喜ロジスティクスセンター＞＞

　　本年本年77月に開設した久喜ロジスティクスセンターは、『人の知恵で動かすロジスティクス』をコン月に開設した久喜ロジスティクスセンターは、『人の知恵で動かすロジスティクス』をコン
セプトに、機械セプトに、機械でではは成し成し得ない得ない「人の力／能力・判断力・フレキシビリティ・あたたかさ」を最大限「人の力／能力・判断力・フレキシビリティ・あたたかさ」を最大限
に活用して、時代の要請に応えながら先を見据えた次世代ロジスティクスに挑戦しています。に活用して、時代の要請に応えながら先を見据えた次世代ロジスティクスに挑戦しています。

久喜ロジスティクスセンター　久喜ロジスティクスセンター　 ［全［全 景］景］
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＜青山・マーチャンダイジング・スタジアム＞＜青山・マーチャンダイジング・スタジアム＞

　青山・マーチャンダイジング・スタジアムは、弊社が掲げる　青山・マーチャンダイジング・スタジアムは、弊社が掲げる““新中間流通業｢カテゴ新中間流通業｢カテゴ
リー・コントラクター｣リー・コントラクター｣””提唱の一環として、得意先小売店様に貢献できるマーチャン提唱の一環として、得意先小売店様に貢献できるマーチャン

ダイジング機能を体験していただく場所です。ダイジング機能を体験していただく場所です。
『鮮度・意外性・期待感』をコンセプトに、実際に商品を手に取ってもらい『新しい『鮮度・意外性・期待感』をコンセプトに、実際に商品を手に取ってもらい『新しい
切り口』『旬』を体感してもらうと同時に、「切り口』『旬』を体感してもらうと同時に、「CC--CAPCAP」」システムをもとにしたマーチシステムをもとにしたマーチ
ャンダイジング提案と得意先小売店様との取り組みの場として有効的に活用されてャンダイジング提案と得意先小売店様との取り組みの場として有効的に活用されておお
ります。ります。

　インポート提案、カテゴリー
提案等のほか、様々な切り口か
ら中央物産独自のマーチャンダ
イジングを提案いたします。

★本年11月にリニューアルいたしました。



17

5.  5.  平成平成2222年年33月期月期 第第22四半期四半期決算決算 経営・財政状況経営・財政状況

①① 連結経営成績連結経営成績

　　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、一部に景気の回復の兆しが見ら当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、一部に景気の回復の兆しが見ら
れるものの、企業の収益性の低下や雇用情勢の悪化、更に個人所得の落ち込み等により、れるものの、企業の収益性の低下や雇用情勢の悪化、更に個人所得の落ち込み等により、
先行きの不透明感は、未だ払拭されない状況が続いております。先行きの不透明感は、未だ払拭されない状況が続いております。

　　当社グループの基幹事業である日用品・化粧品業界においては、消費者の一段と強ま当社グループの基幹事業である日用品・化粧品業界においては、消費者の一段と強ま
る節約志向と、小売店頭で激化する価格競争とによって、依然として厳しい経営環境がる節約志向と、小売店頭で激化する価格競争とによって、依然として厳しい経営環境が
続いております。続いております。

　　このような状況のもと、当社グループは、お取引先様に対して「需要の創造」と「供このような状況のもと、当社グループは、お取引先様に対して「需要の創造」と「供
給の最適化」を具現化させる給の最適化」を具現化させる““カテゴリーコントラクターカテゴリーコントラクター””として、サプライチェーンのとして、サプライチェーンの

全体最適化を通じて収益拡大を図ってまいりました。全体最適化を通じて収益拡大を図ってまいりました。

　　また、また、20092009年７月に、当社の主力物流拠点として『久喜ロジスティクスセンター』年７月に、当社の主力物流拠点として『久喜ロジスティクスセンター』
（埼玉県（埼玉県 延べ床面積延べ床面積8,6768,676坪）を稼動いたしました。「人の知恵で動かすロジスティ坪）を稼動いたしました。「人の知恵で動かすロジスティ
クス」を基本コンセプトに掲げ、お取引様の物流に対するニーズに柔軟に対応でき、さクス」を基本コンセプトに掲げ、お取引様の物流に対するニーズに柔軟に対応でき、さ
らに高品質で環境にもやさしい物流サービスの提供に努めてまいります。らに高品質で環境にもやさしい物流サービスの提供に努めてまいります。
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　　子会社７社を含めた当第２四半期連結累計期間の業績は、引き続き積極的な提案営業子会社７社を含めた当第２四半期連結累計期間の業績は、引き続き積極的な提案営業
活動により売上高は活動により売上高は691691億１千５百万円（前年同期比億１千５百万円（前年同期比2.52.5％増）となりました。売上総％増）となりました。売上総
利益は利益は9595億２千１百万円（前年同期比億２千１百万円（前年同期比6.06.0％増）となりました。これは主に高粗利商％増）となりました。これは主に高粗利商
材の売上と物流受託収入の増加によるものです。販売費及び一般管理費は久喜ロジスティ材の売上と物流受託収入の増加によるものです。販売費及び一般管理費は久喜ロジスティ
クスセンターの開設に伴う一時的なコスト増加によってクスセンターの開設に伴う一時的なコスト増加によって9292億５千１百万円億５千１百万円 ((前年同期前年同期
比比3.73.7％増）となりました。％増）となりました。

　以上の　以上の結果、営業利益は２億７千万円結果、営業利益は２億７千万円((前年同期比前年同期比351.7351.7％増）、経常利益は６億８％増）、経常利益は６億８
千５百万円（前年同期比千５百万円（前年同期比56.356.3％増）、四半期純利益は５億１千４百万円（前年同期比％増）、四半期純利益は５億１千４百万円（前年同期比
122.4122.4％増）となりました。％増）となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりでありま事業の種類別セグメントの業績は次のとおりでありましたした。。

　　①①　　日用品雑貨事業におきましては前四半期に引き続き積極的な提案営業活動により、日用品雑貨事業におきましては前四半期に引き続き積極的な提案営業活動により、
　　　　　　売上高売上高はは685685億２千６百万円（前年同期比億２千６百万円（前年同期比2.42.4％増％増))営業利益は２億８千８百万営業利益は２億８千８百万
　　　　　　円（前年同期比円（前年同期比102.8102.8％増％増))となりました。となりました。

　　②②　　物流受託事業におきましては大手量販店の物流受託増加により、売上高は５億８物流受託事業におきましては大手量販店の物流受託増加により、売上高は５億８
　　　　　　千８百万円千８百万円（前年同期比（前年同期比21.821.8％増％増))営業利益は７千８百万円営業利益は７千８百万円((前期は営業損失９前期は営業損失９
　　　　　　百万円百万円))となりました。となりました。
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②② 連結財政状態連結財政状態

　　流動資産は、前連結会計年度末比１億８千万円増加の流動資産は、前連結会計年度末比１億８千万円増加の279279億３千２百万円となりま億３千２百万円となりま
した。これは主として、受取手形及び売掛金が６億７千４百万円、商品及び製品が５億した。これは主として、受取手形及び売掛金が６億７千４百万円、商品及び製品が５億
３千２百万円増加し、「その他」に含まれている未収還付法人税が７億６千５百万円、３千２百万円増加し、「その他」に含まれている未収還付法人税が７億６千５百万円、
現金及び預金が２億７千３百万円減少したことによるものであります。現金及び預金が２億７千３百万円減少したことによるものであります。

　　固定資産は、前連結会計年度末比４億３千８百万円増加の固定資産は、前連結会計年度末比４億３千８百万円増加の143143億４千９百万円とな億４千９百万円とな
りました。これは主として、投資有価証券の時価評価等が１億７千６百万円、建物が１りました。これは主として、投資有価証券の時価評価等が１億７千６百万円、建物が１
億６百万円、機械及び装置が９千５百万円、工具、器具及び備品が５千８百万円増加し億６百万円、機械及び装置が９千５百万円、工具、器具及び備品が５千８百万円増加し
たことによるものであります。たことによるものであります。

　　以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末比６億以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末比６億
１千６百万円増加の１千６百万円増加の422422億８千４百万円となりました。億８千４百万円となりました。

　　負債合計は、前連結会計年度末比１億５千４百万円増加の負債合計は、前連結会計年度末比１億５千４百万円増加の288288億４千５百万円とな億４千５百万円とな
りました。これは主として、支払手形及び買掛金が６億１千２百万円増加し、短期借入りました。これは主として、支払手形及び買掛金が６億１千２百万円増加し、短期借入
金が５億円減少したことによるものであります。金が５億円減少したことによるものであります。

　　純資産合計は、前連結会計年度末比４億６千２百万円増加の純資産合計は、前連結会計年度末比４億６千２百万円増加の134134億３千９百万円と億３千９百万円と
なりました。これは主として、利益剰余金が４億２千５百万円増加したことによるものなりました。これは主として、利益剰余金が４億２千５百万円増加したことによるもの
であります。であります。
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6.  6.  平成平成2222年年33月期月期 第第22四半期四半期決算決算 連結財務諸表連結財務諸表

①① 連結貸借対照表連結貸借対照表

41,67741,677

12,97712,977

9999

12,87712,877

28,69028,690

2,5522,552

26,13826,138

41,66741,667

44

13,91113,911

27,75227,752

金　額金　額

前連結会計年度末に係前連結会計年度末に係るる

要約連結貸借要約連結貸借対照表対照表

（平成（平成2121年年33月月3131日日））

100.0%100.0%

31.1%31.1%

0.2%0.2%

30.8%30.8%

68.8%68.8%

6.1%6.1%

62.7%62.7%

100.0%100.0%

0.0%0.0%

33.3%33.3%

66.5%66.5%

構成比構成比

+617+617

+462+462

+90+90

+372+372

+155+155

--498498

+652+652

+617+617

--22

+438+438

+180+180

増減額増減額

33.9%33.9%14,34914,349Ⅱ　固定資産Ⅱ　固定資産

66.1%66.1%27,93227,932Ⅰ　流動資産Ⅰ　流動資産

（資産の部）（資産の部）

0.0%0.0%22Ⅲ　繰延資産Ⅲ　繰延資産

構成比構成比金　額金　額

（負債の部）（負債の部）

100.0%100.0%42,28442,284資産合計資産合計

4.9%4.9%2,0542,054Ⅱ　固定負債Ⅱ　固定負債

63.3%63.3%26,79026,790Ⅰ　流動負債Ⅰ　流動負債

（純資産の部）（純資産の部）

68.2%68.2%28,84528,845負債合計負債合計

0.5.%0.5.%189189Ⅱ　評価・換算差額等Ⅱ　評価・換算差額等

31.3%31.3%13,24913,249Ⅰ　株主資本Ⅰ　株主資本

31.8%31.8%13,43913,439純資産合計純資産合計

100.0%100.0%42,28442,284

当第２四半期当第２四半期

連結会計期間末連結会計期間末

（平成（平成2211年年99月月3300日）日）

負債純資産合計負債純資産合計

（単位：百万円）（単位：百万円）
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②② 連結損益計算書連結損益計算書

+283+283

--5050

+233+233

+39+39

+26+26

+247+247

--7575

--3838

+211+211

+329+329

+539+539

+1,170+1,170

+1,709+1,709

増減額増減額

0.9%0.9%6466460.6%0.6%413413税金等調整前当期純利益税金等調整前当期純利益

0.1%0.1%70700.0%0.0%3131Ⅶ　特別損失Ⅶ　特別損失

13.8%13.8%9,5219,52113.3%13.3%8,9828,982売上総利益売上総利益

86.2%86.2%59,59459,59486.7%86.7%58,42458,424Ⅱ　売上原価Ⅱ　売上原価

100.0%100.0%69,11569,115100.0%100.0%67,40667,406Ⅰ　売上高Ⅰ　売上高

売上比売上比金　額金　額売上比売上比金　額金　額

0.4%0.4%2702700.0%0.0%5959営営 業業 利利 益益

13.4%13.4%9,2519,25113.2%13.2%8,9228,922Ⅲ　販売費及び一般管理費Ⅲ　販売費及び一般管理費

0.2%0.2%1661660.4%0.4%241241Ⅴ　営業外費用Ⅴ　営業外費用

0.8%0.8%5815810.9%0.9%619619Ⅳ　営業外収益Ⅳ　営業外収益

0.0%0.0%31310.0%0.0%55Ⅵ　特別利益Ⅵ　特別利益

1.0%1.0%6856850.6%0.6%438438経経 常常 利利 益益

0.2%0.2%1311310.3%0.3%181181　　　法人税等調整額　　　法人税等調整額

0.3%0.3%231231

前第２四半期連結累計期間前第２四半期連結累計期間

（自　平成（自　平成2020年年44月月11日　　日　　

至　平成至　平成2020年年99月月3300日）日）

0.7%0.7%514514

当第２四半期連結累計期間当第２四半期連結累計期間

（自　平成（自　平成2211年年44月月11日　　日　　

至　平成至　平成2121年年99月月3300日）日）

当期純利益当期純利益

（単位：百万円）（単位：百万円）


